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“鉾田市と行方市を結ぶ「鹿行大橋Jが崩落"
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ろっこう 第35号

被災されました皆様に対しまして、

心よりお見舞い申し上げます。

●鹿島神官の大鳥居も倒壊した

鵬
‐
●ふ

0家の壁も崩 llた 0食器類もこなごなに

●歩道も歩けないほとの傾き



ろっこう 第35号

3月 ll日  ■「[‖ を実源とする「東日本大震■Jが発生し 宮 IIl県北酎
'で

は震度7を 観測1し 東日本を 心に大きな

破害が TL生 した_L行地llに おいても震|す 61● の地rL 津渋tが発生し 道路の破損 建llの倒壊 施設同芸ハウス

などに■人な性害が7L生 した .

●港からの津波でコンテナが散舌ι

●潮来市 (日 の出地区)の液It化現象 ●鉾田市 沿岸部の枝害

●行方市 堤防の亀裂 ●神栖市幌 芝地区)の液状化,豪
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3月 11日 の地震の影響により、建物では管内令地域で建物の屋根 外壁等に被害が発生 回芸施設においても液状

化 l Fu象 等により内作物に被害が発生した。また水稲 麦においても一部の地域で液状化現象 津波等による塩害が発生

しました。組合では 12日 より受付を開始し 15日 より全職員体勢で現地にl・lい 損害評価にあたりました.4月 6日現在で

建物総合共済被害戸数482戸 同芸施設共済被害戸数53戸の被害調査を概ね終了いたしました。

《被害概況》
鱚建物共済

■園芸施設共済

■農作物共済

×鹿島 神栖地区の一部の水田では、津波により海水が流入し、塩分濃度が基準値を大幅に超える地区が確認

されております。田植え時期を遅らせると共に、鉾田普及センターに指導を受けてください。

鉾田地域農業改良普及センター 80291‐ 33‐6193

ｒ
，

・

0連合会と組合の合同評価 ● 床の間の壁も倒壊

● 液状化現象て本体にゆがみが出た ● 液状イヒ現象の影響で砂 水が噴出し内4F物に被害が発生した

●液状イし,象での麦の被害 ● 液状イヒ現象で砂 水が噴出した水田
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地震の対象は総含共済
地震等の自然災害は、総合共済に力]入 していなければ、該当になりません。また地震については、力0入 共済

金額の30%ま での補償となります。

総含共済の支払共済金はこのように計算されます。

頬 なとで
損害を受けた場合

計算方法は火災共済と同じです。

支払共済金=(損 害 額 ―
躙 う

X鼈

共済金額くこ契約金鋤×30%
理 慰 讐 露 =損 害 額 ×  百

“

綽 痛 蜻
`¨

__T濡薇 、
帳麒 済0~倶 貢 銀 ^ 再取鰤 額に物等評価額)

*地震による建物の損害割合が、5%以上の時に支払われます。

*最高糊実額は600万円(加入限度額2000万円でカロ入の場合)となります。
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水稲共境の][受方式9補償

組含員遷とE選択できます

が
一

額
一

金
一

済量
一

位単●
′

´含皇
〓

●水稲共済よ、組合員の皆さんがそれぞれの経営半J断によつて、引受方式

補償割合 単位当たり共済金序を 【表 1】 の内容で選択できます。

②一筆一般方式(7割補償 第1位 197円 )を基本とします。

X特に申出が無い場合よ、基本方式での引受となります。

〔,品質方式及び半相殺 全相殺方式を選択されたい方は組合まで、

お問い合わせください。

【表]】 (0～Oが選択範囲となります)

引受方式 (選択■)

(一筆 一 般 方 式 〉

共済減収量の計算は ■言

申告されたII地一筆ことに

行います。

引受方式 (選択(■ )

(品質方式〉
減1ヌ旦つ品質低下を伴う生

産金額の減少も共済減収量

に換算いたします。

(全相 殺 一般 方 式 )

減収量の計算 ま、出荷i票
本との客観資料を元に行し1

ます.

(半相 殺 一 般 方 式 )

減収量の計算は、弓員前地

全隼を対象に行います。

支払対象損害割合

耕地ことに 3害Jを超える

減収となつた時

耕地ことに4割を超える

減収となつた時

―I地ことに5割を超える

●収となっ●_時

支払対象損害割合

生産金´が基準生産金蟹の

9害 J‐ 7割を下回つた時

補償害」合
(選択

`)
7=11市 1賞

6=」哺償

5喜1111賞

補償害」合
(選択|`)

9喜J補償

ア
=J荀

償

9ま福債
ヽ

7宮J補償

8害 JI百償

6害 JネЁ償

単位当たり共済金額 (選択 1)
メ■箔金額 ,■年改定●れる為 本年洒用される金額とはPな ,ま● (≡示は22■底)

■1■  ■211  ■3●  ■■i  ttι ll  ―.6i
107「   177円   158F  133日   113■   |1曰

■ 1■  ■lt  ■111  =li  ■1■  ■1■

197F  17F円   15`1  103日   ¬3F   =● J

■1●  ■1●  ■1■   ■■|  ■1●  ■
`il17■   17F■   1[=「   138円   113F   'つ円

力]入 要 件

水稲品質方式 全相殺方式に力]入できる要

件として、概ね全量を出荷業者へ出荷し、

過去5年及 _l今後も出荷数量 生産金額等

の資料を提供して頂ける農家となります。

4割部分の200にか

免責となります

農家ことに1害1-3割を超える

減収となった時

晨家ことに2割-4割を超える

減収となつた時

―」―囲 襲護劃 彙凛歳

基準単収500kg弓 1受面積10aの回場で、共済事故により悉皆調査単収が250kg見込まれる場合

基準■1,'FIIⅢ F 111111FIJF==        
°6‐

=●
■3tl[=日

'電
IF        ●[=JI.■ 三|●

=つ
目を

'■

P

500に
  3割 3分の150にが

免責となります

=受
■1又

350に

瑞[罐撃5。
に

7900円
50に ×153円

●共渭減収量100kg
350に-250●

●支払共済全
19700円
100にメ197円

5割部分の250k3が
免責とな味 す

●共済減収量Ok3
250に -250に

●支払共済全
0円見込収量

250kg 弓受■11

250kg
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慶鎖訪艶戸弱堕現便地副員J堕署がヽ1型凡じちし&うノ

(塞11菫奎露]箋ノ李珈 lttF蘇饂運豚発誘霧:朝ぁること

…

 
主食用米の作付面積から、自家消費米相当分として一律10aを差し引いた面積

(塞」ユ」i」Eノ 全国―律  15000円 /10a

…

 登

lヽ
電稲ξ鷲若増選否型

用米等を販売目的で生産する「販売農家」及び「集落営農」

悧
対 象 作 物 交 付 単 価

戦略作物助成

麦 大豆 飼料作物

米粉用米 飼料用米 WCS用稲

そば なたね 加工用米

35000円 /10a
80000円 /10a
20000円 /]Oa

二 毛 作 助 成
水¬に弓 ,4キ 自T米と戦l●l‐ l● =tJ"Ь

l■
「

士
'樹=台

1,せ
=■

4二千1に対しξ萌成
15000円 /10a

耕畜連携助成
‖晉連■1,[(「トヨ米01,ら,馬 水口すり賣工娼F)を行う

=■
言

=対
1,こ Ⅲ立

]3000円 /]Oa

米地域ことに交付単価や要件が異なる場合があります。

米の価格が
上がつた場合

米の価格が

下がつた場合

E諄 ⇒ ―
 =

標準的な
生産費

(1句 ,0'00円 )

標準的な
販売価格
(約 12000用 )

恒常的な
コスト割れ部分

L | (約 1700用 )

ヒ _
■ 定・ l書「分  標準的■十F■ ■ ,=二月に対‐に常

"`=ス
ト計lJl月 し交',

■ 変 動 吉「 分  圭=産つ 、売i]■ IJI標準的■販売面lil[「 巨 oF=争 |:=り差額

'″1]J■ つC中価■■●

当年度の
販売価格

米価変動

補てん交付金

当年度の

販売価格
(晨F..馴面格)

こ
の
３
つ
で
、
標
準
的
な
生
産
書

１
３
，７
０
０
円
を
補
償

(晨家手取価格 )

米の所得

1補償交付金

1定額部分
|

定額部分のみ

交付される

米の所得

1補償交付金

鵬確
定額部分+
変動部分

が交付される
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名
所
―■
跡
芥
兄

膚
自
神
社
は
　
鹿
嶋
市
武
井
地
区
の
湖
岸
沿

い

か
ら
組
合
方
面

へ
上

っ
て
行
く
坂
の
左
側
に
鳥
居

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
苔

の
生
え
た
石
段
を
登

つ
て

い
く
と
御
拝
殿
が
あ
る
。

御
祭
神
は
唐
白
大
明
神
で
、
祭
祀
は
天
釧
女
命

と
猿
出
彦
命
で
あ
る
。
後
に
こ
の
二
神
が
夫
婦
に

解
　
な
ったと
いヽつ神話もあることから、夫婦円

唐
　

満
　
良
縁
成
就
の
神
様
と
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

御
神
体
は
唐
自
で
あ
り
、
唐
自
神
社
の
名
前

の
山

来
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
自
が
五
穀
で
い
つ
ば

い
に
な
る
よ
う
に
と
昔

の
人
々
の
願
い
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。
大
野
村
史
に
よ
る
と
、
武
丼
地
区
は

も
ち
ろ
ん
、
武
井
牟
　
額
賀
地
区
も
そ
の
氏
子
で

あ

っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
月

一
日
に
行
わ
れ
る
一
九
●
祭
」
に
お
い
て
は
、大
略
日
か
ら
神
社
総
代
さ
ん
の
ご
奉
仕
に
よ
っ

て
境
内
の
掃
除
な
ど
が
行
わ
れ
、
箸
火
を
焚
き
　
初
詣
が
気
持
ち
良
く
参
拝
出
来
る
よ
う
配
慮
し

て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
で
は
御
参
拝
の
皆
さ
ん
に
甘
酒
　
御
神
酒
守
を
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。

二
月
二
十
三
日
に
は

「祈
年
祭
」
が
あ
り

秋
に
収
穫
す
る
穀
物
の
豊
穣

工
業
商
業
を
は
じ
め
、

高
の
産
業
の
繁
栄
を
祈
前
す
る
。

十

一
月
二
十
二
日
に
は

「新
富
祭
」
〓
］中
祭
記
中
最
も
重
き
祭
儀
）
が
あ
り
、
当
番
区
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
、　
一
ノ
鳥
居
近
く
に

「人
の
は
り
」
を
建
て
、
当
日
は
神
恵
の
感
謝
を
し
、
ｔ
五
二

の
御
の
子
供
さ
ん
も
十
段
に
て
お
祓
い
を
受
け
神
の
御
加
護
を
折
願
す
る
。

自
白
宮
司
に
は
、
毎
年
仕
事
始
め
の
日
に
、
当
組
合
に
て
、
組
合
員
の
安
全
と
鹿
行
地
区
の
索

栄
を
析
癌
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

い
農
機
具
も
、
衝
突

接
触

事
故
か
ら
盗
難
ま
で
幅
広

く
カ
バ
ー
し
た
晟
代
共
共

済
へ
の
加
人
を
お
す
す
め
し

イ■
ま
す
．

皆
様
か
ら
の
情
報
や
ご

意
見

ご
要
望
等
を
お
待
ら

し
て
お
り
ま
す
。

盤電車目の連絶礎 鵬 致ヽし剪
NOSAl鹿 行では、被害に遭われた方に対して、1日 で

も早く共済金の支払いができるよう スピーディーな対応を

心がけております。

建物総合共済 園芸施設共済等加人者で彼害に遭わ

れた方は被害申告を速やかに組合までご連絡をお願い

致します。

．編
集
後
記

そ
ろ
そ
ろ
――‐
柿
え
の
準
備
の
時
期
で
す
ね
．

日
植
機
な
ど
、
一
一の
時
期
に
し
か
使
わ
な

NOSAI鹿 行の第12回通常総代会を、次のとおり開催致します。

後日、開催通矢□及び議案等‐rぉ送り致しますので、出席方よろしくお願い致します。

‖市‖即NWヽi5月 18日 (水)午前 10時から
銹  鹿行震業共済組合 会議室

てヽ 0299-90… 4000(引ぃ


